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序

神戸市の瀬戸内海に面する狭い平野部は、早 くから市衡化が進み、埋蔵文

化財の存在についてはほとんど未知の状態でした。ところが、近年の再開発

事業に伴い、これまで空白地帯であった市街地においても遺跡が相次いで発

見されるようになってきました。

住吉宮町遺跡もそのひとつで、不幸にも工事中の不時発見でしたが、今回

を合めて11回にわたる調査が行われ、数々の貴重な資料が得られています。

今回の調査では、当遺跡が弥生時代中期初頭にまで遡ることが明らかとなっ

たほか、平安時代の掘立柱建物群やそれに伴 う地鎮遺構など様々な遺構・遺

物が発見されました。

今回の発掘調査で明らかにな りましたその成果を、ここに報告書としてま

とめることができました。広 く市民の皆様にご活用いただければ、幸いに存

じます。

発掘調査および本書の刊行にあた り多 くの方々のご協力を得ました。最後

にな りましたが、厚 くお礼申し上げます。

平成 2年 3月 31日

神戸市教育長

福 尾 重 信
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第 1章 は じめ に

1.は じめに

住吉官町遺跡は、六甲山系に源を発する住吉川と石屋川によって形成さ

れた扇状地に立地する。標高は20m前後で、現在の海岸線からの距離は約

1。 lkmを測る。

1985年 6月 14日 、住吉宮町 7丁 目のマンション建設現場の工事中に、地

表下約1.5mの ところで中世の上坑および土器が発見された。さらに、同

地において試掘調査を行った結果、弥生時代後期末～古墳時代前期初頭・

古墳時代後期末 。中世の遺物包合層が確認され、住吉宮町遺跡と命名され

た。

その後、調査は今回までに10次にわたって行われ、弥生時代終末期から

鎌倉時代にかけての複合遺跡であることが明らかとなってきた。

鍋 煮ひ∋移 霧

≫タ

多 灘
第 1次

て第 2

5次 伊

図 1 調査地点位置図 (S=1:5,000)
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住吉宮町遺跡調査一覧

次数 調査期間 調査主体 調 査 内 容

1 85.6.14
ハψ85,9.5

市教委 古墳時代後期初頭の古墳 3基、古墳時代後期末のピット・

土坑など、鎌倉時代の土坑など

(西岡誠司・山本雅和「住吉官町遺跡第 1次」『昭和60年度

神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1988)

85,8.19
ハV85.10。 9

市教委 古墳時代前期初頭の上坑など、古墳時代後期初頭の古墳 8

基、古墳時代後期の河道・ピットなど

(山本雅和「住吉宮町遺跡第 2次」『昭和60年度 神戸市埋

蔵文化財年報』神戸市赦育委員会 1988)

3 85。 12.13

-86.1.10

市教委 古墳時代・鎌倉時代・近世の濤・土坑・ピットなど

(口 野博史「住吉官町遺跡第 3次」『昭和60年度 神戸市埋

蔵文化財年報』神戸市荻育委員会 1988)

4 86.7.25

-86.8.25
市教委 古墳時代前期初頭の上坑など、古墳時代後期初頭の箱式石

棺 3基など、古墳時代後期末～奈良時代の濤など

(山本雅和「住吉宮町遺跡第 4次」『昭和61年度 神戸市埋

蔵文化財年報』神戸市教育委員会 1989)

5 87.4.8

-87.5。 29

県教委 弥生時代末以前の水田 3面以上、弥生時代後期末の方形周

濤墓 3基、古墳時代前期の竪穴住居・木棺墓 。土坑墓、古

墳時代後期の方墳 9基・河原石積石室 2基、古墳時代後期

の水田、平安時代後期～鎌倉時代の掘立柱建物 2棟など

87.7.15

-87.7.23
県教委 古墳時代の上坑、中～近世の上坑など

7 87.7.24

-87.10.28

87.11.7
′ヽV88.2.26

県教委 弥生時代中期～古墳時代後期の水田、弥生時代末の方形周

濤墓 1基、古墳時代後期の古墳 2基・土器棺 1基

(渡辺昇『住吉宮町遺跡群 I(坊 ヶ塚遺跡)一神戸市新交

通 3号線建設に伴 う埋蔵文化財調査報告―』兵庫県文化財

調査報告63 1989)

87.12.8

-87.12.15
市教委 鎌倉時代のピットなど

88。 4.2
ハV88.10。 7

市赦委 弥生時代後期末の周溝墓 1基、古墳時代後期の竪穴住居10

棟・古墳 3基・帆立貝式前方後円墳 1基 (住吉東古墳 全

長24m、 造出部長 6m、 円筒埴輪・朝顔形埴輪 。人物埴輪

馬形埴輪、墳頂部石列、木棺直葬)、 奈良時代の掘立柱建物

9棟など

(『住吉官町遺跡現地説明会資料』神戸市教育委員会 1988)

88.5.9

-88.5.23
県教委 古墳時代後期の濤など
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先土器時代

縄紋時代

弥生時代

第 2章 周辺の遺跡

住吉宮町遺跡の存在する東灘区周辺には、古 くから知られた遺跡のほか

に、近年の再開発などにより狭小な平野部分でも新たに多 くの遺跡が発見

されている。ここでは、住吉宮町遺跡を中心として六甲山南麓の東灘区・

灘区および声屋市の一部に所在する遺跡について概観していきたい。

神戸市域において、これまでに旧石器時代の遺構は知られていない。現

在知られている資料は、他の時代の遺跡の調査の際に発見されたものや偶

然に採取されたものだけで、滝ノ奥遺跡で有茎尖頭器が、桜 ヶ丘遺跡B地

点でナイフ型石器がそれぞれ出上している。

早期の遺跡としては、声屋市の山声屋遺跡が知られていたが、近年の調

査により神戸市域においても早期の遺構・遺物が知られるようになった。

西岡本遺跡では、高山寺式に属すると考えられる住居址 2棟が検出されて

いる。このほか、郡家遺跡中町地区の上坑からは高山寺式土器が出土して

いるほか、都賀遺跡でも高山寺式上器を含む包含層が確認されている。篠

原遺跡は、戦前に小林行雄氏によって縄紋時代晩期および弥生時代後期の

遺跡として報ぜられていたが、近年の調査により縄紋時代中期以降晩期に

かけて続 く遺跡であることが判明した。中期末の住居址や晩期中葉の甕棺

墓群などが検出されてお り、晩期中葉の上器群のなかに大洞式の上偶 。注

目土器などが含まれている。また、時期は不明だが井戸田では石匙 2点が

採取されている。

六甲山南麓東部の平野部で現在知られる最古のムラは前期前半の北青木

遺跡で、水田を営んでいたと推定され、土器類のほか木製農耕具 。紡織具

などが出土している。処女塚古墳墳丘盛土中からは前期の土器が出土して

お ず、付近に集落の存在 した可能性を示唆している。本山遺跡は、縄紋時

代晩期に引続き弥生時代全般にわたって生活が営まれている。

中期に入ると、平野部では前期に引続き北青木遺跡や本山遺跡では集落

が営まれ、森北町遺跡や住吉宮町遺跡でもこのころから集落が営まれはじ

める。ところが、中期中葉以降急に可耕地から離れた高所に集落が営まれ

始める。いわゆる高地性集落と呼ばれるもので、六甲山南麓の東半部で特

にその分布が濃密である。主なものを東からあげると、芦屋市の城山 (付

近の水田との比高差250m)、 会下山 (同 110m)、 森奥 (東山)(同 150m)、

坂下山 (同 60m)、 金鳥山 (同 210m)、 保久良神社 (同 150m)、 荒神山 (同

200m)、 赤塚山 (同 120m)、 桜 ヶ丘B地点 (同 60m)、 伯母野山 (同 160
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古墳時代

m)がある。いずれも後期まで続けて営まれている。これらの集落に挟ま

れて森・生駒・渦 ヶ森・桜 ヶ丘の銅鐸や保久良神社・桜ヶ丘の銅文の出土

をみるのである。保久良神社境内には、磐座とみられる巨石群があ り古 く

から神のよりしろであったと考えられている。
(26)                     (27)

後期から始まる遺跡 としては、郡家遺跡や芦屋市三条岡山遺跡などがあ

る。郡家遺跡では竪穴住居のほか、近接して円形周溝墓や集石墓が存在す

る。深江北町遺跡では弥生時代末～古墳時代初めにかけての円形周濤墓群

が検出されている。同じ頃の遺物として、森北町遺跡では、前漢時代のも

のと考えられる重圏銘帯鏡が出土している。

大甲山南麓の平野部では比較的多 くの前期古墳が知られている。一般に

この頃の古墳が丘陵上や尾根上などに築造されることが多いのに比べ、六

甲山南麓の平野部でも東半部では集落の立地する平野部に見られる。しか

し、これらは戦前に調査されたものが多 く、戦後は急速な開発の波に飲み

込まれ消滅したものや家並の中にかろうじて残されるような状態で、不明

な点が多い。周辺で最も古いものは岡本のヘボソ塚古墳で全長約64mの二

段築成の前方後円墳で、主体部の竪穴式石室からは三角縁神獣鏡 2面を含

む銅鏡 6面、石釧 2個などが出上している。謡曲『求女塚』などの悲恋伝
(31)       (32)         (33)

説で知られる東求女塚 。処女塚・西求女塚の 3古墳も前期古墳で、東求女

塚古墳は全長80m以上の前方後円墳で、前方部からは三角縁神獣鏡 4面を

含む銅鏡 6面などが発見され、後に後円部からも内行花文鏡など 2面の銅

鏡片が出土している。処女塚古墳は全長約70mの前方後方墳で、墳丘上か

らは竹管円形文を施した二重口縁の壷形土器などが出上している。西求女

塚古墳は全長約110mの 前方後円墳で、葺石を有してお り後円部に竪穴式

石室の残骸と考えられる板石を確認 している。また、後円部墳頂付近から

は獣帯鏡の破片や二重口縁の壷形土器や山陰系とみられる鼓形器台などが

出土している。

中期については、大型古墳が存在 したと伝えられるが現在では明確でな

い。後期に入ると、古墳の規模は縮小し、群集墳の形成が始まる。古 くは

全長約40mの前方後円墳である坊 ヶ塚古墳や卍字型鏡や四獣鏡などを出土
(34)

した十善寺古墳、岡本梅林古墳群、鴨子ヶ原古墳群などが知られていたが、

いずれも今日その姿を見ることはできない。現在は、神戸女子薬科大学構
(35)

内に横穴式石室を主体部とする生駒古墳が残されているだけである。とこ

ろが、近年の市街地の調査において、これまで知られていなかった古墳が

相次いで発見されている。住吉宮町遺跡もそのひとつで、帆立貝式前方後

円墳の住吉東古墳をはじめ、10m内外の小方墳が10数基検出されている。
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図 ２ 　 周 辺 の 主 要 遺 跡 分 布 図
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住吉東古墳は全長24m、 造出部長 6mを測 り、墳丘には円筒埴輪・朝顔形

埴輪・人物埴輪・馬形埴輪を巡らし、墳頂部には石列を巡らす。埋葬主体

は木棺直葬である。なお、墳丘築造途中に喪屋や日隠し塀を建てたと考え

られる建物址が検出されている。時期は 5世紀末頃と考えられる。小方墳

群は円筒埴輪を有する物もあり、埋葬主体は木棺直葬・箱式石棺・須恵器

甕直葬などがある。時期は 6世紀前半および後半である。また、西岡本遺

跡では、 5世紀末～ 7世紀初頭にかけて13基以上の古墳が築造されている

(野寄古墳群)。

この時代の集落としては、郡家遺跡・深江北町遺跡・森北町遺跡・住吉

宮町遺跡などがある。郡家遺跡中町地区では中期の水田跡が検出されてい

る。君I家遺跡城の前地区では通有の竪穴住居や掘立柱建物に混 じってL字

形の煙道を有するカマ ドをもつ竪穴住居があり、韓式系土器の出土もあわ

せて渡来系氏族との関連が考えられる。また、森北町遺跡においても韓式
(41)

系土器の出上がみられる。
(42)

奈良時代以降   郡家遺跡大蔵地区では、一辺 lm前後の掘 り形をもつ掘立柱建物が検出

され、残された地名などから「菟原郡衡」の所在地であると推定されてい

る。このほか、住吉官町遺跡や深江北町遺跡でも奈良時代の掘立柱建物群

が検出されている。保久良神社遺跡では奈良時代の瓦が採取されて
意

り、

のちの延喜式内社たる保久良神社の神宮寺の存在が十分に予想される。ま

た、鎌倉時代末～室町時代初頭とされる懸仏なども出上している。芦屋廃

寺址では、奈良時代前期の法隆寺式瓦を出土しているが、現在のところ伽

藍配置を示す明確な遺構は確認されていない。深江北町遺跡では、奈良時

代～平安時代初期の掘立柱建物を検出しており、銅製の鉾帯や小型傷製鏡

などを伴出している。芦屋市寺田遺跡では、平安時代前期の掘立柱建物と

それに伴 う概列が検出されてい怒。滝ノ奥遺跡では、平安時代中頃の寺院

址とみられる掘立柱建物 2棟が存在 し、その東方に礎石と思われる石が残

存してお り13世紀前半頃の建物と推定されている:12世紀中頃には経塚も

築造されている。徳井町遺跡では、平安時代末～室町時代にかけての掘立
(48)

柱建物とそれに伴 う木棺墓などが検出されている。小路大町遺跡では、条
(49)

里制地割に一致する中、近世の水田址を検出している。

郡家遺跡岸本地区では、近世初頭の「石切 り」に関連する遺構 。遺物が

検出されている。
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第 3章 遺

1.基本層序

調査地は工場跡地で、地区内は建物の基礎による撹乱が著しかったが、

5面存在 した遺構面のうち第 2遺構面までで撹乱の大部分は留まっている。

それ以下のものについてはほとんど影響を受けず、比較的良好な状態で遺

構を検出することができた。

調査地の基本的な層序は以下の通 りである。

(1)盛土および撹乱土

(2)灰色シル ト混粗秒層

(3)褐灰色粗砂層 (上面が第 1遺構面)

坐)褐灰色粗砂混シル ト層 (上面が第 2遺構面)

(5)明褐灰色シル ト混粗砂 (上面が第 3遺構面)

(6)黒色砂質シル ト層 (上面が第 4遺構面)

(7)褐色シル ト混粗砂層 (上面が第 5遺構面)

第 1遺構面の標高はT.P。 18.5m前後、第 5遺構面の標高はT,P,17.Om前

後である。全体に北から南に向かってゆるやかに下降している。

構

図3 基本土層柱状図 (西壁)

2.検出遺構

室町時代     現代の盛上下に近世の水田土壌が広が

(第 1遺構面) 山南麓の大部分の地域に見られる土石流

る。その水田土壊の下には、六甲

が存在 した。その堆積中には一辺
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0。 5～ 1.5m前後の花開岩が点在する。その花開岩を石材として搬出するた

めに、石の周囲を掘 り窪め矢鉄によって割 り取った、いわゆる採石址が存

在 した。矢穴のある石塊が残され、また抜き取 りのあとの窪みには石居が

堆積することから、採石したのちその場で加工調整が行われたと推察され

る。この採石は、土石流の表面が土壊化する前の推積後間もなく行われて

いる。

採石址の時期については、生活址ではないため時期判定の可能な遺物が

少な く、その決定は困難であるが、わずかに出上した備前焼の括鉢片から

15～ 16世紀頃のものと考えられる。

図 4 第 1遺構面平面図
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平安時代後期   第 1遺構面の基盤となる土石流の堆積 (約35clll)を取り除くと、粗砂混

(第 2遺構面) じりのシル ト層を基盤とする第 2遺構面が存在する。この面では掘立柱建
'

物 2棟が検出されている。

図5 第 2遺構面平面図
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SB01-1  梁行 4間 (8.5m)桁行 5間以上 (12.5m)の 掘立柱建物である。主軸は

真北から東へ罷
°
振ったほぼ東西方向の建物である。柱穴の掘 り形 は径

40～ 60cmの 円形で、柱痕跡の径は25～ 30cm前後である。検出面からの深さ

は後世の削平を受けていない部分では60cm程度である。桁方向の北から 2

列目と4列 目の柱列は補修をしたらしく、すべて柱根を抜き取 り、河原石

ないしは須恵器などで埋め戻 し礎盤としている。また、中央の柱列でも 2

本の柱根が抜き取られ、石が据え置かれている。

―
（
》

Ⅲ―‐
＠

③

この掘立柱建物の時期は、柱穴内

から出土した土器で確認できるが、

これは補修の際のものである。出土

土器は須恵器椀・鉢・甕、灰釉山茶

椀、黒色土器杭などで、それぞれの

柱穴から出上した土器片は互いに接

合するものもあり、補修が一時に行

われたことを示している。これらの

上器は11世紀中葉に属するものであ

る。

SB01-2

梁行 1間 (4,Om)桁行 4間以上

(10.Om)の掘立柱建物である。主

軸は真北から東へ79° 振ったほぼ東

西方向の建物である。 SB01 1と ほ

ぼ同方位の建物であるが規模は小さ

い。この建物の柱穴の掘 り形は径

30～ 40cmと S B01-1に 比して小型で

ある。検出面からの深さは後世の削

平を受けていない部分では30cm前後

である。桁方向の南側の柱列では南

東隅からひとつおきに礎盤にしたと

考えられる河原石が置かれていた。

この掘立柱建物の時期は、柱穴内

から出土した土器から10世紀後半と

考えられる。

―○ ⑥
　

　

　

　

◎
◎

―⑥――一一 ―一――一一◎―
|   |

―
                                 b

0              2m
SB01-2 平・断面図図 7
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平安時代

前期末

(第 3遺構面)

第 2遺構面より20～ 30cm下で再び洪水砂の層位になる。その層位を基盤

にするのが第 3遺構面である。この時期の遺構は調査区の西方に広がるら

しく、調査区の西端で 3棟の掘立柱建物 (S B02・ S B03。 S B04)と そ

れに伴 うと考えられる地鎮遺構 2ヶ 所 (S X01・ S X04)を検出している。

０ＢＳ

『Ｔ◎‐。‐範

(フ  SB03
イ

心 OSX° 1

~◎  SB04
|

◎

|

◎

1 0 SX04――_。

図 8 第 3遺構面平面図
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SB02

SB03

SB04

南北 3間 (5。 2m)で東西は 1間分のみ検出しており、全体の規模は不明

である。柱穴の掘 り形は70～ 90cmの隅丸方形で、検出面からの深さは40cm

程度である。柱痕跡は確認できたもので径30cm程度である。

壁 Re9

0          2m

図9 SB02 平・断面図

南北 3間 (5,Om)で東西は 1間分のみ検出してお り、全体の規模は不明

である。柱穴の掘 り形は60～ 80cmの隅丸方形で、検出面からの深さは30cln

程度である。柱痕跡は確認できたもので径30clll程度である。

南北 3間 (5,5m)で 東西は 1間分のみ検出しており、全体の規模は不明

である。柱穴の掘 り形は50～ 80clllの 隅丸方形で、検出面からの深さは40cln

程度である。柱痕跡は確認できたもので径30cln程度である。

これらS B02～ 04の掘立柱建物の方位は、それぞれ真北から西へ 14°

(S B02)、 15° (S B03)、 12° (S B04)と なり、その配置とともにかな り

規格性の高い建物群の一部と考えられる。

想
働
即

E割
彩
彪

形

％

彩

賜

鯵

賜
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地鎮遺構

SX01

SX04

地鎮遺構と考えられるS X01・ 04は、S B03・ 04のそれぞれ東南隅からわ

ずかにはなれた同じような位置に存在する。

撹乱で明確ではない

が、東西方向の浅い橋

円形の上坑に、中軸か

らやや北側にほぼ東西

方向に小型の上師器壷

を一列に 7個体並べ、

土師器芥 2個体で蓋を

するように置かれてい

た。土師器界は、西か

ら壷の 1個 日と2個 目

の上に 1個を、そして

4個 目と5個 目の上に

もう1個を被せていた。

50× 60clll程度の上坑

の中に須恵器壷を正立

させ、土師器外で蓋を

しその傍らに土師器不

2個体が重ねて伏せ置

かれていた。

第 3遺構面の遺構の

時期は、その出土遺物、

特にS X01・ 04の遺物

から9世紀後半から10

世紀前半にかけてのも

のと考えられる。

m

o                             50cm

図12 SX01 平・立面図
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図13 SX04 平・立面図



古墳時代後期

(第 4遺構面)

第 3遺構面の基盤となっていた洪水砂を20～30911除去すると、黒色砂質

シル ト層になる。この層位が第 4遺構面の基盤になっている.。
この面での

遺構は、調査区南西隅で竪火住居 4棟 (S B05-1・ 2、 S B06-lrの が検出

されている。

◎⑬。キヤsBOs¬

⑤ @式
ヽ

__´ 市́
ノ    SB。 6-1

SB06-2

図14 第 4遺構面平面図
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SB05 SB05 1・ 2はいずれも残存状態は悪 く、検出面から床面まで 5～ 1 0clll

である。また、後世の撹乱も著しく、多 くのピットが重なって穿たれてい

た。そのため周壁を明確に検出できた部分も少ない。

S B05 1は 、一辺 6m程度の方形の竪穴住居で東辺の一部で周壁濤を検

出したが、全周していたかどうかは不明である。柱火は 4個で、掘 り形の

径は50～ 60cxnで、柱間は 3m前後である。

SBO卜 2は、一辺 7m程度の大型の方形の竪穴住居である。柱穴は 4個

で、掘 り形も径0,7～ 1,Omと 大型で、柱間は3,3mである。

―

―

― ― ― ,「

塩a) ③

生        字m

SB05‐ 2

|

◎
|

図15 SB05-1・ 2 平・断面図
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SB06

1 淡黄褐色V17

2 暗灰色砂 (5 cln大 の礫含む)

3 黒色粘質砂
4 暗灰黒色V17

5 暗黄色砂

6 暗褐色砂質粘土 (堅 くしまり粘性あり、炭含む)

7 極暗褐色シル ト質砂 (堅 くしまり粘性あり)

7′ 極暗褐色シル ト質秒 (7よ りやや色が薄い)

8 暗灰色シル ト質砂 (堅 くしまり粘性あり)

8′ 暗灰色シル ト質砂 (8よ りやや色が薄い)

9 灰色シル ト質砂 (堅 くしまり粘性あり、炭若干含む)

この 2棟の竪穴住居は建て替えと考えられるが、残存状態の悪さから切

り合い関係を確認 しえず、先後関係はあきらかにできなかった。

出土遺物には、埋土中から須恵器・土師器のほか、刀子状の鉄製品や滑

石製の管玉も出上している。

S B06-1・ 2も またともに残存状態は悪 く、検出面から床面まで 5～ 10

cmである。いずれも住居址の半分以上は調査区外に存在するものと考えら

れる。

S B06 1は 、一辺5.5m前後の方形の竪穴住居と推定される。柱穴は 2

個確認でき、掘 り形の径は70cm前後、深さは45cm程度で柱間は3.2mで あ

る。柱痕跡は確認できたもので径40cmを 測る。

屋内施設としては、北辺中央に造 り付けのカマ ドが設けられている。床

面を15cm程掘 り込み、粘土壁を構築したと考えられるが、粘土壁は崩れて

なくな り、その一部がカマ ド内に落ち込んでいる。規模は、長さ1.9m、 幅

1,Omを 測る。

S Ё06-2は、一辺6.5m程度の方形の竪穴住居と推定される。 この住居

址に伴 う柱火は確認できなかった。

この 2棟の竪穴住居も建て替えと考えられるが、残存状態の悪さから切

り合い関係が明確でなく、先後関係はあきらかにできなかった。

遺物はわずかで、須恵器 。土師器片が出上している。

S B05・ 06の築造は、その出土遺物から6世紀後半と考えられる。また、

これらの竪穴住居は洪水砂によって埋没 しており、調査区東半に流れる河

道もこの時期に完全に埋没 している。
Ｅ

，
ト

ー

鯨

攣

作
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図16 SB06-1・ 2 平・断面図



弥生時代中期～  第 4遺構面の基盤になっている黒色シル ト層は、須恵器をまった く含 ま

古墳時代前期  ない遺物包含層である。これを除去すると褐色シル ト混粗砂層を基盤とす

(第 5遺構面) る第 5遺構面となる。

この遺構面では、調査区北半で 6棟の竪穴住居を検出している。

SB12

SB07

SB08

SBll

SB10

SB∞

図17 第 5活構面平面図

-21-



SB07

SB08

3.5× 4,Omの方形の竪穴住居である。残存状態は悪 く、検出面から10～

15cmで床面となる。主柱は 2本で、床面には主柱間の為よそ西半分に東西

方向に炭化材が認められた。住居址内の北東隅で床面からわずかに浮いた

状態で土器が集中して出上している。

出土遺物から弥生時代後期末 (庄内式併行期)

′
|

|

18.Om

1 暗灰褐色中砂   5 暗灰茶色砂  
。 ~        ?m

2 灰橙褐色中砂    6.灰 茶褐色中砂
3.黒灰色砂 (炭含む) 7.暗 褐色中秒
4 灰責茶色砂

図18 SB07 平・断面図

4,0× 4.4mの方形の竪穴住居である。検出面から床面までは30clllと 残存

状態は比較的良好であるが、主柱 となる柱穴は確認できなかった。屋内南

西隅に径40clll、 深さ 5 cmの浅い柱穴が検出されているが、主柱を構成する

もののひとつとは考え難い。住居址埋土中には 5～ 30clll大の礫が多 く含ま

れていた。埋土が砂礫であることから、洪水によリー時に埋没したものと

推定される。また、一部が河道上に位置することから、河道はこの時期に

徐々に埋没を始めていたようである。

出土遺物から弥生時代後期末 (庄内式併行期)に属すると考えられる。

ると考えられる。蔚
Ｅ副
中

に

―

低

Ⅲ

悧

同

Ｍ

Ⅲ

聞

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

辟

雁

日

畔

ｒ

ず

ヽ
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SB09

SB10

0          2m
1 暗褐色シル ト質粗砂
2 極暗褐色シル ト質粗砂
3.黒色シル ト質粗砂
4 淡褐灰色粗砂

図19 SB08 平・断面図

4.6× 5。 6mの長方形の竪穴住居である。検出面から床面までの高さは約

30clll程度であるが、床面の東側の約半分は緩やかに10cm程度高 くなってお

り、さらにその北半分は幅約1.2mをおいて 2つの緩やかな段で高 くな っ

ている。柱穴は 3個検出したが、その配置から本来は 4個存在したと考え

られる。柱穴の径は40～ 50cm、 深さ10～ 30cllを測る。床面から大型蛤刃石

斧の基部が出上している。出土遺物から弥生時代中期中葉に属すると考え

られる。

5,5× 7.5mの 長方形 の竪穴住居である。検出面から床面までの深さは

30～ 40cllで残存状況は良好である。柱穴は 1個を確認したに留まり、径50

cm、 深さ40cmを 測る。確認された柱穴の位置から本来は 4個以上存在 した

と考えられる。この竪穴住居は、埋上の観察から廃棄後わずかに上砂が流

入した時点で洪水により完全に埋没 したことが明らかになった。

床面からは石鏃 2点が出上したほか、南西隅には壷形土器が土器下半部

-23-



によって蓋をされた状態で出上している。これは、あたかも土器棺のよう

な状態を呈しているが、住居内に据え置かれたものと考えられる。出土遺

物から古墳時代前期 (布留式併行期)に属すると考えられる。

1 茶褐色粗秒   4.黒 茶色中秒         7 暗茶褐色砂
2.灰黄褐色粗秒  5 黄褐色粗砂         8.茶 褐色砂
3 茶灰色粗砂   6 茶灰色中秒 (拳大の礫含む) 9 灰黄色粗秒

図20 SB09 平・断面図

SBll    ―辺 8m前後の方形の竪穴住居 (SBl1 2)の 中に、先行すると考えら

れる一辺 5m前後の隅丸方形の竪火住居 (SBll l)が 存在している。

SBll lは、柱穴は 4個で径30～ 40clll、 深さ40～ 50clllを測る。北辺上と

南辺付近に貯蔵穴と考えられる土坑が 2基検出されている。北辺側は 1.0

XO,8mで深さ50cln程 の不定形なもので、南辺側は径80clnで 深さ40cIIl程 の

円形を呈し、中に上器類や礫が入っていた。

0          2m
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ジ

/

亀

1 黒色砂質シル ト (堅 くしまり粘性あり)

2 暗褐色シル ト質秒 (堅 くしまり粘性弱し)

3 晴褐色シル ト質砂 (竪 くしまり粘性弱し
2よ りは真砂上の色に近い)

4 暗褐色シル ト質砂 (堅 くしまり粘性弱し
1と 3の 中間的な色調)

図21 SB10 平・断面図

5 明黄褐色砂 (壁の上くずれ)

6 明黄褐色砂
7 黒色シル ト質細秒 (堅 くしまり粘性弱し)

8 褐色シル ト質細砂
9。 明褐色砂 (地山の真秒上のくずれ)
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SBl1 2は、柱穴は 2個確認 したに留まり、その配置から本来は 4本柱

であったと考えられる。床面には、小型の壷形土器のほか砥石が残されて

いた。

出土遺物からいずれの住居址も庄内式併行期から布留式併行期と考えら

れる。 SBll lと 2の先後関係については、土層の観察からは明確にしえ

なかったが、出土土器からSBll lが 2に先行するものと考えられる。

指 範

ｅ
ｗ

図22 SBll 平・断面図
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SB12 検出状況から方形にみえるが、径 6m程度の円形の竪穴住居であったと

考えられる。大部分は河道によって削 り取られて失われている。柱穴は 1

個を確認したに留まる。大きさは径55clll、 深さ20clllを測 り、底に扁平な礫

1個が入っていた。

出土遺物から弥生時代中期前半に属すると考えられる。

18.Om

図23 SB12 平・断面図

第 2～ 3遺構面上で調査区全域に多数のひび割れを検出した。寒川旭氏

の現地調査により、噴砂であることが判切した。噴砂とは、地表面下の比

較的浅い場所に堆積 した砂層が、水で満たされた状態で強い地震動 (震度

5～ 6)を受けた際に発生するもので、砂と水が混 じりあって高圧の液体

となった液状化層の上に粘上のような水を通さない層が覆っていると、砂

と水がこれを引き裂いて地上に噴出するとされている。第 1遺構面の精査

0          2m

地震跡

(噴砂)
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時には噴秒遺構の存否確認をし得ていないので、どの遺構面が地表の時に

起きたかは確定できないが、1596(慶長元)年に京都から神戸|にかけて起

きた伏見地震によるものと推定されている。

ヽ

＼ゝ
　
　
〓一

´

/才
イ

/―  ―  
―~  S      /

ヽ    ＼

|

ヽ  、 ｀

ゝ ヽ ＼

ヽ

＼

＼

＼ ｀

＼

図24 砂脈と噴砂の分布図
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第 4章 逹退

出土遺物は調査面積、遺構の量に比べ僅少である。また、それらの大部

分は小片で、図化 し得るものは少ない。以下、上層出土遺構より順を追 っ

てその概要を記す。

SB01-1  当掘立柱建物が補修された際に、柱穴内に破砕し、埋めこまれた土器類

(図 25。 26) である。

(1・ 2)は東播系須恵器の椀で、回縁部は外反 し、体部中位に沈線を

1条巡らす。また、回転糸切 り離 しされた底部の突出 (平高台)は大きく

明瞭で、その内面は一段窪む。

(4)は器壁の厚い黒色土器椀で、内外面とも残存状態は悪いものの、

細か く密なヘラ磨き調整が認められる。日縁部外面はわずかに窪ませ、内

面は細い沈線状の窪みを巡らす。高台は残存が悪いが、おそらく断面三角

形であろう。

(5)は灰釉陶器椀 (山茶椀)で、口縁部は外反 し、体部は直線的で、

厚い底部に三 日月高台をつける。器壁にヘラ削 り調整は認められない。内

面にわずかに残る釉は灰緑色である。

(7)はいわゆる「て」の字状回縁の小皿に類似するものである。やや

厚手で、底面付近には指圧痕を残す。

(8)は白磁碗で、日縁部の玉縁は削 り出しではなく、折 り返 しによっ

て形作っており、わずかな中空部が存在する。釉色は青色を帯びた灰白色

である。

(9)は須恵器鉢で、口縁端部は外方へ三角形に突出し、体部上位に稜

をもつ。器壁はよく焼け締まっている。

(11)は 土師質の羽釜で、口縁部の立ち上がりは内弯し、端部は偏平で

わずかに窪ませる。また、鍔部は短 くやや下方に下がる。

(12)は 土師質の鉢ないしは鍋であろう。口縁部は「く」の字形に屈曲

させる。同一個体と推定される底部付近の破片には、格子目叩きがみとめ

られる。

(13)は大型の須恵器甕で、高さ73.6cm、 最大径66.7cm、 回径38.4cmを

測る。口縁部は内面に窪みをつ くり、小さくつまみ上げる。器壁外面は平

行叩き日で覆われ、内面は磨り消されている。底部から1/4程度のところ

に、分割成形の痕跡が明瞭に残る。東播系須恵器であろう。

(3)は補修を受けていない柱穴掘 り形内から出土 した須恵器である。

物
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図25 SB01 出土土器 (1～ 12)
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その形態 。調整は、(1・ 2)と 同様である。

(10)は包合層出上の須恵器鉢である。口縁部は外方へ肥厚させ、上面

は平坦である。神出古窯址群では (1～ 3)の須恵器椀と伴出する。

以上は、S B01-1の隣接する 3箇所の柱穴内より出土したもので、相

互に接合する資料が存在することから、同時に埋められたものである。ま

た、これらの上器の所属時期は11世紀中葉であると考えられる。

図26 SB01 出土土器 (13)
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SB01-2

(図25-6)

SX01

(優427)

形態の判明する資料は 1点のみで、(6)の上師器皿である。日縁端部は

面をつ くり、その下はわずかに窪ませる。器壁内面は刷毛 目調整を施し、

外面は指圧痕を残す。

1点の資料からの時期判定は困難であるが、10世紀後半のものとしてお

きたい。

地鎮遺構と考えているもので、土師器小型壷 7点、土師器不 2点が出土

している。

(1)は底部からやや内弯気味に立ち上がる外で、器壁は厚い。内面は

ロクロナデの痕跡が認められるが、外面は不明である。また、底部の切 り

離 し手法も不明瞭である。

(2)は底部から直線的に立ち上が り、日縁部付近で内弯させる。口縁

端部は内外面とも強 くナデ窪ませ、うす く仕上げている。器壁内面は、横

方向のナデ調整を施し平滑であるが、外面の調整は不良で凹凸が著しい。

(3～ 9)は土師器の小型壷である。底部よリロクロ挽きによる成形を

行った後、肩部より下方はヘラ削り調整を施している。

0                  1ocm

地鎮遺構と考えているもので、須恵器壷 1点、土師器必 3点が出土し

ている。

(1)は頸部に接合点は無いものの、同一個体と考えられる。口縁部は

外方へ突出させ面をつ くる。端部は尖 り気味におさめる。体部はロクロロ

を残 し、肩部はほとんど張らない。底部は、回転糸切 り離し痕を残す。

(2・ 3)は重なって出土した上師器界で、形態・法量・調整のいずれ

も同一である。底部から直線的に立ち上が り、回縁部下でわずかに稜をつ

け、内弯させる。内外面ともロクロナデを施し、底部は回転ヘラ切 り離し

である。

(4)は 口径が (2・ 3)を上回るが、形態・調整は同様である。

S X01・ 04出土遺物の時期、ひいてはS B02～ 04の構築時期については

図27 SX01 出土土器 (1～ 9)

SX04

(優コ28)

-32-



出土器種が特殊で

あるため、他の例

との比較は困難で

ある。ただ、SX
04出上の図28-1

の須恵器壷は一般

的に見られ、 9世

紀末から10世紀初

頭に位置付けられ

るものであろう。

図28 SX04 出土土器 (1～ 4)

図化 し得たのは (1・ 2)の須恵器のみである。

(1)の須恵器不身は、外面のヘラ削 り調整は上位まで施されているが

受部の立ち上が りは大きく内傾 し、端部は丸 くおさめる。

(2)は須恵器短頸壷で、体部下半にはヘラ削 り調整が施されている。

いずれも、 1型式 4～ 5段階 (中村浩編年)に属するものであろう。

この竪穴住居も遺物が僅少で、図化し得たのは 2点のみである。

(3)の須恵器必身は、外面のヘラ削 り調整を下半のみに施し、受け部

の立ち上が りは大きく内傾 し、端部は丸 くおさめている。

(4)は土師器甕で、日縁端部は面をつ くるが、内側への肥厚はさほど

大きくない。体部外面には細かいハケロ調整が施され、頸部内面は同様の

ハケロ調整を、体部は軽いヘラ削 り調整を施す。

図29 SB05・ 06 出土土器 (1～ 4)

10cm

SB05

(図 29-1・ 2)

SB06

(図 29-3・ 4)

一ィ舅
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1 2

図30 包含層出土土器 (1～ 22)
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包含層

(図30)

SB07

(図31)

図31 SB07 出土土器 (1～ 9)

(1～ 22)は、S B05・ 06を覆 う洪水砂中に包合されていた須恵器である。

いずれも1型式 4～ 5段階に属すると考えられる。 2・ 4・ 10の須恵器界

蓋・界身の外面にはヘラ記号が認められる。

(1)は無紋の壷形土器で、肩部には横方向の、それ以上には縦方向の

ハケロ調整が施されている。内面の調整は不良で、粘土紐の接合部や凹凸

が残る。 S Bll出 上の破片と接合があり、生駒西麓産の胎上である。

(2)は頸部から直線的にのびる日縁部をもつ壷形土器である。内外面

ともヘラ磨き調整を施 し、口縁端部は丸 くおさめる。

(3)は平底の鉢形土器で、体部内外面ともナデ調整で凹凸を残し、 口

縁部のみ横ナデ調整を施す粗雑なつ くりである。底部外面には木の葉の圧

皮が認められ、底・体部の境は横方向のヘラ磨 き調整を施 し、面取 りを

行っている。

(4)も (3)と 同形態の鉢形土器で、外面はナデ調整を施しているが

タタキロを残し、内面は板状工具によるナデ調整を施している。

(5)はごく小型の鉢形土器で、これもまた粗雑なつ くりである。体部

内面は板状工具によるナデ調整、外面はナデ調整、口縁部は軽 くヨコナデ

調整を施している。

(6)は小皿とでも呼べそ うな小型で浅い手づ くねの上器である。内外

面ともナデ調整のみで、日縁部のヨヨナデ調整も施していない。

(7)とま (3・ 4)と 同形態の鉢形土器の底部で、外面には叩き目を残

し、内面は板状工具によるナデ調整を施している。

(8)は鉢ないしは甕形土器の底部で、外面は叩き目を残 し、内面は板

状工具によるナデ調整を施 している。底部は外面中央部が窪み、輸台技法

によるものと推定される。

眠

　

し

６
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SB08

(図32)

SB09

(屋罰33)

(9)は甕形土器の上半部で、外面の肩部以下は縦方向、以上は横方向

のハケロ調整を施す。内面は肩部以下が縦方向、以上は横方向のヘラ削 り

調整を施す。ヘラ削 り調整は、頸部の屈曲部より3～ 5 11ull下 で止められて

いるため、稜は鋭 くない。日縁部端面は内側に丸 く肥厚させる。

これらの出土遺物は庄内式併行期に属すると考えられる。

(1)は平底の鉢形土器で、内外面 とも板状工具によるナデないしはハ

ケロ調整を施している。

(2)は甕形土器の上

半部で、右上が りの太い

叩き目調整を施し、その

後、部分的に板状工具に

よるナデ調整を施してい

る。内面はヘラ削 り調整
図32 SB08 出土土器 (1・ 2)

を施し、SBl1 9と 手法・形態は類似するが、胎土は全 く異なる。口縁端

部は尖 り気味におさめている。

これらの出土遺物は庄内式併行期に属すると考えられる。

(1)は大型の壷形土器の口縁部である。日縁端部は粘土を貼 り足す こ

とによって大きな面をつ くり、繊細な櫛描波状紋を施す。頸部は櫛描直線

紋を 3帯以上巡らす。

(2)は頸部の短い無紋の壷形土器で、外面はハケロ調整の後ヘラ磨 き

調整を、内面はナデ調整を施している。外面には煤の付着が認められるが

内面の一部にも認められるため、破片となってからのものである可台静Lが

高い。

(3)は甕形土器で、外面はハケロ、内面はナデ調整を施す。口縁端部

図33 SB09 出土土器 (1～ 4)
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SB10

(図 34)

は上方へわずかにつまみ上げるように肥厚させる。

(4)も 甕形土器であるが、頸部に稜がなく、外面は口縁端部直下から

粗い縦方向のハケロ調整を施している。また、回縁部内面には横方向のハ

ケロ調整の痕跡が認められる。大和型の甕であろう。

以上の他に、壷形土器の体部の破片で、櫛描直線紋を数帯巡らせた下に

竹管刺突紋を 2列に施したものや、櫛描直線紋・波状紋を繰 り返すものな

どがある。

これらの出土遺物は、第Ⅲ様式古段階に位置付けられよう。

(1)は球形の体部に、よく締まった頸部から直線的に開く口縁部をつ

ける壷形土器である。体部は内外面 ともハケロ調整、ないしは板状工具に

よるナデ調整を施しているが、粘土組の接合痕を残すなど粗雑な調整であ

る。また、体部下半には煤が付着 し、当初より煮沸用として作られたもの

であろう。

(2)は最大径は上位にあるものの、球形の体部で、直立する頸部に外

反する日縁部をつける。体部から底部にかけて叩き目を引瞭に残すが、そ

の痕跡は全体に認められる。外面上半は叩き目調整の後、ハケロ調整を施

し、内面はハケロ調整ないしは板状工具によるナデ調整を施している。

出土状況は、(9)を蓋にして重棺様に埋置されていた。

(3)は壷形土器の日縁部で、ヨコナデ調整の後、間隔の広い縦方向の

ヘラ磨き調整を施している。胎土中に赤クサリ礫を多 く含む。

(4)は大きく開 く壷形土器の口縁部で、端部は上方へ肥厚させる。そ

の内側及び端面には櫛描波状紋を巡らせる。内外面ともヘラ磨き調整を施

している。

(5)は小型丸底重で、外面はあまり丁寧ではないヘラ磨き調整を、内

面はナデ調整を施している。頸部は指幅で太い凹線状にくばみを巡らし、

その上部を突帯状に成形している。

(6)は小型の器台で、受部は丸みをもった立ち上がりをみせ、口縁部

端面には 1条の擬凹線を巡らせる。脚部は直線的に広がり、 4方向に円孔

を穿つ。調整は受け部内面では放射状のヘラ磨きを、脚部外面は細か く丁

寧なヘラ磨き調整を施している。この調整及び緻密な黄褐色の胎土は在地

産には見られないものである。

(7)は、径は大きいが高さのない脚台部で、上部が鉢であるか壷であ

るか不明である。全体に粗雑なつ くりで、ハ面はハケロの後ナデ調整を、

底部内面はヘラ磨き、脚台部内面はハケロ調整を施している。

(8)は甕形土器の口頸部で、体部外面は叩き日、内面は板状工具によ
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るナデ調整を施している。口縁部端面は尖 り気味におさめている。

(9)は壷ないしは甕形土器の下半で、わずかに底部の平坦面を残す。

分割成形による鉢部は、叩き目を明瞭に残すが、その上部はナデ消されて

いる。また、この部分は胎上の色調が全 く異なっている。(2)の蓋として

住居址の隅に埋置されていた。

これらの出土遺物は、庄内式の新段階併行期であろう。

図34 SB10 出土土器 (1～ 9)
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SBll    (1)は 小型の壷形土器で、口縁部は明瞭ではないが、三段につくって

(図 35。 36・ 41)と る`。その外面には櫛描波状紋を巡らし、それ以下には施紋は認められ

ない。口縁部内外面及び頸部以下の外面はヘラ磨き調整を施すが、全体に

は粗雑な調整である。

(2)は平底で小型の重形土器である。全体にナデ調整のみ施されてお

り、器表の凹凸が著 しい。

(3)は壷形土器の底部で、小さな突出する平底をつける。外面はヘラ

磨き、内面はハケロ調整を施す。胎土中には 1～ 3 11ullの 砂粒を多 く含む。

(4)は高芥形土器の外部と考えられる。内外面とも丁寧なヘラ磨き調

整を施す。

(5)は高外形土器であるが、外部底にある円孔には粘上を充填した皮

跡は認められない。外部下半は水平ではないが、さほど内弯せず、上半は

直線的に大きくのびる。内外面ともヘラ磨き調整を施しているが、粗雑で

胎土中にも 1～ 3111111の 砂粒を多 く含んでいる。

(6)は小型の甕形土器で、やや尖 り気味の底部をもつ。体部下半は叩

き目をナデ消しているが、上半はそのまま残している。口縁端部は面をつ

くり、刻み目を施している。胎土中には赤クサ リ礫が含まれる。

(7)の甕形土器は、日縁部叩き出し手法による叩き目を頸部以上に明

瞭に残 している。体部の叩き目は、最大径の部位以下は水平方向に、以上

は右上が りに施している。内面は板状工具によるナデ調整である。

(3)の甕形土器も頸部以上にまで叩き目を残 している。また、体部上

半の叩き目は細 く水平方向に、下半は太 く右上が りに施している。内面は

板状工具によるナデ調整を施している。

(9)の 甕形土器は外面に叩き目調整を施してぃる。内面はヘラ削 り調

整を施 しているため、頸部下 l cmあ た りで稜がつ く。

(10)の 甕形土器は細かい左上がりの叩き目調整を施 し、頸部以上にも

それを残 している。内面は右上が りのハケロ調整を施 し、日縁端部は上方

に肥厚させ面をつ くっている。

なお、SB07 1は当住居址出上の破片と接合している。

以上の他に図化し得ない破片で下記のものがある。

壷形土器口縁部で、受口状の外面には振幅の大きな櫛描波状紋を施した

もの (図36-1)。

壷形上器の口縁部を上下方に肥厚させ、あるいは下方に垂下させ、竹管

紋を施したもの。

二段に外反させた壷形土器口縁部の内外面に櫛描波状紋を施したもの。
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図35 SBll 出土土器 (1～ 10)

壺形土器頸部に刻み目を施した断面四角形の突帯を巡らしたもの。

重形土器体都中位の突帯間に竹管で同心円紋をつ くり、沈線によって連

続渦紋に擬 している。また、突帯上方の沈線紋間に楔形の列点紋を施 して

いる。胎土中には黒色の鉱物粒を含み、その色調は茶褐色で、一見生駒西

麓産の胎上に似る (図36-2)。

小さな平底を突出させ、その周囲に沈線 3条を巡らすもの。胎土は、先

の (図36-2)の 上器 と同じである (図 41の底部)。

甕形土器の口縁端部に 2条の擬凹線を巡ら

し、内面は頸部直下からヘラ削 りを施すもの。

これらの出土遺物は、庄内式併行期に属す

るものであろう。

撒

図36 SBll 出土土器拓影 (S=1:2)
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SB12    (1)は 細 く長い頸部をもつ壷形土器で、口縁部から体部の間に 6帯の

(図 37)   櫛描直線紋を巡らす。生駒西麓産の胎上であるが、器表にヘラ磨きは認め

られず、わずかにハケロの痕跡が認められる。

(2)は太い頸部に櫛描直線紋 2帯以上を巡らす。内面には粗いハケロ

調整が施されているが、外面は不明である。胎土中には 1～ 2 mmの砂粒が

多量に含まれている。

(3)は無紋の壷形土器で、外面にはわずかにハケロ、ヘラ磨き調整が

認められる。胎土中にはやは り粗砂粒を多量に含むが、色調は (2)と は

全 く異なる。

(4)イま (3)と 同形態の壷形土器であるが、調整は全 く不明である。

(5)は 口縁部が直立 し、頸部の短い壷形土器である。外面はヘラ磨き

調整を施しているが、内面は指圧痕をそのまま残している。

(6)は甕形土器であるが、調整は不明である。口縁部は肥厚させず、

九 くおさめている。

(7)は壷形土器の下半部で、外面はハケロ調整の後、丁寧なヘラ磨き

調整を施し、内面はハケロ調整を施している。器表には表れていないが粗

砂粒を多量に含んでいる。

(8・ 9)も また壷形土器の底部であるが、その厚さが (8)では薄 く

(9)では厚い。製作手法の違いによるものであろう。

以 Lの ほかに、小型の竃形土器体司∫の破片で、櫛描直線紋・波状紋を繰

り返し、最下帯を扇形紋にするものがある。

これらの出土遺物は、第 1様式に属するものであろう。

包含層      当包含層は、 S B07～ 12の 検出面上を覆っていた土層で、先の住居址に

(図 38・ 39)  時期幅があったように、以下の出土遺物も均―には取 り扱えない。

(1)は重形土器の口縁部で、上下に肥厚させた端面に擬凹線 3条を巡

らす。胎土中には粗砂粒を多量に含む。

(2)は無紋の壷形土器で、口縁端部は上方へつまみ上げるように肥厚

させる。

(3)は小型の壷形土器の頸部である。頸部から肩部にかけて櫛描直線

紋と波状紋を巡らす。器壁外面には赤色顔料が塗布されている。

(4)は直回の壷形土器で、外面はハケロ調整を施している。胎土中に

は粗砂粒を多量に含む。

(5)は短い頸部から折 り返すように口縁部をつけた重形土器である。

下方へ拡張 した口縁部端面には擬凹線が 3条巡らされている。頸部以下は

一応ヘラ削 りのようであるが、凹凸を残したままである。
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図37 SB12 出土土器 (1～ 9)

(6)は、甕形土器の逆円錐台部の上端をナデて日縁部とする粗雑な調

整の鉢形土器である。外面は叩き目をそのまま残し、内面は板状工具によ

るナデ、ないしはナデ調整である。

(7)は小型の鉢形土器で、内面および外面上半はナデ・ヨヨナデ・板

状工具によるナデ調整を施すが、外面下半は叩き目調整痕を残す。底部は
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ドーナツ状のあげ底である。

(8)は小型の鉢形土器で、外面はナデ調整、内面はナデおよび板状工

具によるナデ調整を施しているが、粗雑なつ くりである。

(9)も また小型の鉢形土器で、外面は指圧痕を残 し、内面はナデ調整

を施 している。

(10)は 小型の台付鉢形土器で、外面はナデ、内面は板状工具によるナ

デ調整が施されている。胎土中に赤クサ リ礫を多量に合む。

(11)は頸部の締まる大型の鉢形土器で、外面はハケロ調整を施してい

るが、内面は不明である。 l llull前後の砂粒を多 く含むが、器表はよく調整

されている。

(12)イま (11)と 同形の鉢形土器である。外面の調整は不明であるが、

板状工具によるナデ、ハケロ調整を施 している。胎土中の砂粒も (11)と

同様である。

(11・ 12)は鉢形土器としたが、天丼部の存在を考えると手焙形土器で

ある可能性が高い。

(13)は体部の九い甕形土器で、外面には粗雑ではあるが連続ラセン叩

き調整を施す。内面は板状工具によるナデ調整である。口縁部端面は肥厚

させず丸 くおさめる。胎土中には赤クサ リ礫を多 く含む。

(14)は 小型の甕形土器で、外面にはやや細めの叩き目調整を施し、頸

部以上にも口縁部叩き出し手法のそれを残す。顕部内面には、粘土組の痕

跡を明瞭に残す。胎土中には、赤クサ リ礫を含む。

(15)は厚手の甕形土器で、日縁部は段をつけるように大きく上方へ肥

厚させる。外面は叩き目調整ののちハケロ調整を、内面はハケロ調整を施

す。胎土中に赤クサ リ礫を含む。

(16)は頸部が締まらず、体部も張らない甕形土器で、外面はハケロ、

内面はナデ調整を施す。胎土中には粗砂粒を多 く含む。弥生時代中期初頭

の甕形土器に類似するが、日縁端部に明瞭な面をもつ。

(17)は 小型の甕形土器で、内外面とも丁寧なハケロ調整を施す。口縁

部は、上方につまみあげるように肥厚させる。時期の下る可能性がある。

(18)は 甕形土器の上半部のみであるが、接合不能の下半部片も存在す

る。外面は細か く丁寧なハケロ調整を施す。内面はナデ調整であるが、底

部付近は指圧痕を残す。回縁部は内側に肥厚させ、その上面は平坦である。

(19)の 甕形土器は、外面肩部付近は横方向の細かいハケロ調整を施 し

内面は頸部の稜よりl cmほ ど下方までヘラ削 り調整を施している。口縁部

は肥厚させず、面をつ くるのみである。
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図38 包含層出土土器 (1～ 23)
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(20)イま (19)と 同形態の甕形土器である。

(21)は小型土器の底部であるが、器種は不明である。小さな突出する

底部は ドーナツ状のあげ底で、体部は叩き目調整をナデ消している。

(22)は平底の甕形土器底部で、外面はハケロ、内面は力強いヘラ削 り

調整を施 している。

(23)は丸い体部に平底をつける甕形土器で、外面は叩き目調整ののち

板状工具によるナデ調整を施している。内面も板状工具によるナデ調整が

みられる。

(24)は底部に焼成前に穿孔をする甕形土器である。底部は小さな平底

で、体部外面は叩き目調整ののち、部分的にナデ調整を、内面はナデ調整

を施している。胎土中には赤クサ リ礫を含む。

(25)は九い体部の甕形土器もしくは鉢形土器の底部に、焼成前に穿孔

をしたものである。外面の叩き目調整は、水平方向に丁寧に施している。

内面はハケロ調整である。胎土中に赤クサ リ礫を含む。

(26)は高外形土器の脚部で、屈曲させた裾部は大きく開く。その屈曲

部の四方向に円形の透かし孔をあける。外面は丁寧はヘラ磨き調整を施す。

図では円柱部を中実としているが、屈曲部内面から粘土を押し込んだ痕跡

が認められるため、見掛けの中実であるかもしれない。胎上中には赤クサ

リ礫を含んでいる。

(27)は高外ないしは器台形 ti器の脚部で、短いが裾部は大きく開く。

ハケロ調整を施しているが、粗雑な仕 Lげで、器表に凹凸を残す。透か し

子しヤまない。

(28)は小型の器台形土器の脚部で、中程の四方向に円形の透かし孔を

あける。

(29)は高界形土器の脚部で、外面には丁寧なヘラ磨き調整が施されて

いる。上端には細い沈線が 1条巡る。

ヽヽ
ノペ、郷

図39 包含層出土土器 (24～ 29)
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石 器      石鏃・石錐 。刃器 。太型蛤刃石斧・砥石が計 8点出土してい

(図40)    除 く石器を使用 していたであろう時期の遺構は、S B09。 12の

址のみである。

S B09か ら出上しているのは (5)の 刃器と (7)の石斧で

は刃部を欠損 し、いずれの面も敲打痕が認められる。

S B12か ら出土しているのは (6)の 刃器のみである。

他の石器は時期的に上がる遺構からの出上で、周辺からの流

のであろう。

(8)の砥石は、 S Bllか らの出土で、粘板岩製の仕上げ砥

損している。

管 玉      S B05か ら出土した滑石製の管玉 1点のみである。濃灰緑色

(図 40-10) Iml、 最大径6.211111、 最小径5.51ntllで ある。

→      3

◆

|

10は S=%、  7・ 8は S=/4)
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第 5章 と

今回の調査地では、第 4章にその概要を記したように、室町時代、平安

時代 (9世紀末～10世紀初頭、10世紀後半、11世紀中葉)、 古墳時代 (6世

紀後半、庄内式～布留式併行期)、 弥生時代 (第 1、 Ⅲ様式、庄内式併行

期)の遺構・遺物が出土した。

遺構では、ll世紀中葉の掘立柱建物 (S B01-1)の補修跡及びその柱穴

から出上した各種の遺物が注意されよう。また、 9世紀末～10世紀初頭に

属する掘立柱建物 (S B03・ 04)に付随する地鎮遺構 (S X01・ 04)も 注

意される。これらについて若千の考察を加え、まとめにかえたい。

SB01 1の 補修  まず SB01 1の柱根の補修跡であるが、桁行 5列の内の主に 2列の柱根
(1)

を抜き取 り、礫及び土器片を礎盤とするべ く埋めこんだものである。柱で

最も腐 りやすいのは、地中から地上に出た部分で、その部分を切 り離 し、

礎石建物様にしたものであろう。これに類するものは、神戸市内では今 日

まで居住遺跡、下宅原遺跡 (大前地区)、 上小名田遺跡などで確認 されてい

る。

建築後何年程度で この補修が行われたかであるが、一般的に掘立柱建物
(5)

の柱の耐久年数は、20～ 30年程度と考えられている。図25-3の東播系須

恵器椀は、補修を受けていない柱穴内から出土したもので、補修時に入れ

られた図25二 1・ 2と 型式差は認められない。この時期の土器 1型式 は

20～ 30年間と考えられている。 SB01 1の柱の補修は20～ 30年以内に行わ

れたのであろう。

SB01 1出 土遺物 これらの補修された柱穴から出土した土器は互いに接合することから、

須恵器    同時にその補修は行われたと考えられる。そして、この補修の時期である

が、当地域で最も多用される東播系須恵器からみると、11世紀中葉に位置

付けられる。図25-1・ 2は、神出古窯址群万堡池 1号窯で出土 したもの

に酷似し、包合層出土ではあるが、図25-10の 鉢と同窯址では伴出してい

る。今日までに知られる神出古窯址群中最古の時期である。

また、口縁端部をつまみあげるように肥厚させる甕や先の鉢は、平安京
(7)

出土遺物にもみられ、それらは11世紀中葉にに位置付けられてお り、時期

は合致する。

図25-9の鉢は、これまでに知られている東播系須恵器には見られない

形態で、産地は不明である。

図25-5の灰釉陶器椀 (山茶椀)は、美濃・多治見の製品で、近年の編

め

灰釉陶器
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黒色土器

地鎮遺構

類  例

年では、大原10号窯式 (猿投 。百代寺窯式の新相)に位置付けられるとい

う。この窯式の実年代は、11世糸己の第 3四半期と想定されている。猿投窯

の編年に対する実年代については、未だ決着をみていないが、百代寺窯式

の年代については、森田稔氏が1050年 より後、前川要氏が1050年 より前 と

いうように、11世紀中葉を中心とする時期が設定され、細部に問題は残ろ

うが今回出土遺物と飢婦を来さない。

なお、神戸市北区の上小名田遺跡では、図25-1・ 2の東播系須恵器椀

と丸石 2号窯式 (猿投・百代寺窯式古相)併行の灰釉陶器椀 (山茶椀)が

伴出している。

図25-4の黒色土器であるが、橋本久和氏のB類椀 Ⅱbタ イプで、 Ⅲb

期にあたると考えられる。このⅢb期には、1050年 を中心とする年代が与

えられて痛 り、先の東播系須恵器・灰釉陶器椀 (山茶椀)にみた時期 と合

致する。

今回摩れることのできなかった図25-8の 口縁部を折 り返 した白磁碗や

同11の 羽釜も含め、これらの遺物は、平安時代後半の各地域間における土

器の併行関係や実年代を考えていく上で、貴重な資料である。

第 3遺構面では 9世紀末から10世紀初頭のものとみられる2ヶ 所の地鎮

遺構 (S X01・ 04)カミ検出された。

遺構からみて、このころの掘立柱建物にともなう地鎮めには、建物に付

随するかたちで穿たれた土坑に為いてとり行われるものと、建物の柱穴に

おいてとり行われたものの 2種がみられる。それぞれの違いについては鎮

めるべき対象の違いによるものと考えられ、大地にうがたれた穴は土地そ

のものを鎮めるためのまつ りに使われ、柱穴への埋納は立柱にあたっての

まつ りであると考えられる。今回発見の地鎮遺構はいずれも前者に属する

ものである。

平安時代頃の既知の地鎮遺構を概観していくと、兵庫県立岡遺跡では、

掘立柱建物群に伴 う径52cm、 深さ1lcmの 上坑のなかに土師器の皿10枚が並

べるようにして置かれ、土坑中央部に位置する皿の上から銭貨 1枚が出土
(14)

している。滋賀県服部遺跡では掘立柱建物に伴って土師器皿の集積が検出

されており、皿は 7枚で一組になっているという。皿と皿の間からは銅銭

が 2枚出上している。京都府鳥羽離官田中殿跡では、南方建物基壇ゴヒ辺の

中央で土師器の壷を中心に18枚の上師器皿が散布し、壷内にはガラス小玉

25個 以上が納められていた。平安宮内裏承明門跡では、門北方の内郭前庭

に 4基の地鎮遺構と考えられる土坑を検出している。そのうち、11世紀代
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S X01

の 2つについてみれば、 1つは土師器亦 2枚・皿 1枚を重ねた上に、ガラ

ス玉12個を入れた須恵器壷を置 く。その傍らに倒立した土師器皿があるが、

調査者によると、もと壷の蓋にしていたものがず り落ちたものであろうと

している。もう1つは、板が輪宝に刺さった状態で土坑の中心に置かれ、

輸宝の上側には金粉・銀切板・ガラス玉・ガラス片・琥珀片・綿が一彩 と

なって出土し、その下側には糊状の液体の痕跡を確認 している。 これ は
(17)

『阿婆縛抄 安鎮法 日記集』にみえる延久 3(1071)年 の承明門北方の鎮
(18)

祭であると推定されている。滋賀県上寺遺跡では、掘立柱建物群に伴って

2基の地鎮遺構が検出され、口縁内に15枚の古銭を入れた須恵器壷を20枚

の上師器皿で覆 うように出上しているものと、須恵器壷と土師器皿11～ 12

枚が出土しているものがある。

神戸市内においても近年地鎮めに伴 うと考えられる遺構が何例か検出さ
(19)

れている。 日暮遺跡では平安時代全般にわたっての 6ヶ 所の地鎮遺構が検

出されている。そのうち 9世紀末から10世紀初頭の掘立柱建物に伴 う土坑

中には、土師器の甕の中に寛平大宝 2枚以上を入れその上に土師器芥を納

めている。なお、寛平大宝には稗・粟と思われる穀粒の付着が認められ、

まつ りの際に五穀を用いた可能性を示唆する好例といえよう。

一方、後者の例は近年あちこちで注意され、その数を増している。 この

場合、鎮物として銭あるいは皿・界などを柱掘 り形底に埋納する例がほと

んどである。神戸市内でもさきの日暮遺跡では、柱掘 り形内に延喜通宝を

納めたものと土師器界をほぼ底に納めたものとが検出されている。上小名
(20)

田遺跡では、建物の幾柱かの掘 り形底から 1～数枚の乾元大宝が出土 して
(21)

いる。芦屋市寺田遺跡では、建物の柱穴埋土下層から和同開弥 3枚が貼 り

ついた状態で出上した。

さて、今回出上した地鎮遺構についてみてみよう。 S X01は S B03の東

南0.6mに存在する浅い土坑で、中央よりやや北側に東西方向に 1列 に土

師器の小壷を並べている。この配置はまつ りを行 うにあたって北向きが吉

とする考え方に基づ くものと考えられる。 7つの壷の中からはなにも検出

されず、またこのまつ りが仏教に依 って行われたか否か不明であるが、
(22)

『仏説陀羅尼集経』によればまつ りに際して、五宝・五穀・七宝を用いる

ことが記されており、作法の一部を仏教以外の人々も取 り入れた可能性も

十分あることから、七宝を意識 し、あるいは七宝を入れることを意図して

並べられたものではなかろうか。

S X04は S B04の 東南0,4mに存在する土坑で、小瓶を杯ないし皿で蓋

するかたちあるいは、杯・皿に小瓶が伴 うものは、さきにも挙げたように

S X04
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平安時代においてはしばしばみられるもので、あちこちで検出例が報告さ

れている。しかし今のところそれがいかなる祭式によるものかは明らかで

ない。

今後もこうした遺構が発見されると考えられるが、祭式を考える上にも

土器や銭だけでなく、それらを覆 う埋土や周囲にも祭 りに関わる遺物や遺

構の存在が十分予想される。例えば、さきにみた平安京承明門跡で糊状の

液体の痕跡が確認されているが、東密の上公供作法では土坑に散供として

粥を注ぎいれる例もありそ うしたものの可能性も考えられる。記録に残さ

れた地鎮めの祭式はひとつではないが、今後はそうした視点からの調査 も

行われることが期待される。

吉備系壷形土器  最後に当地方では稀な器形であるS Bll出 土の壷形土器について触れて

おきたい。これは、第 4章のSB■の項でその概略を記した土器片の中で

酷似する胎土を有する底部、体部、肩部の数片をもとにして復元した壷形
(23)

上器で、吉備を中心に分布することで知られている。

まず胎上についてであるが、色調は茶褐色で、混和材として粒径 l lml以

下の黒色の鉱物粒を含む。この色調及び

含有鉱物は吉備のそれに酷似するものも

あるということである。しかし、この底

部の形態は、吉備のこの種の壷形土器に

は通有のものではなく、畿内及びその周

辺部のものであろう。

次にこの壷形土器を最も特徴付ける体

部であるが、突帯紋間にスタンプされた

同心円紋を沈線でつなぎ、連続渦紋に擬

するものは、スタンプ紋の中でC類 とよ

ばれ、その分布は畿内・吉備を中心とし

ている。

復元に用いた底部が誤っていなければ、

畿内～吉備の間で各地域の影響のもとに

製作されたものであろうし、その場合、

吉備のものに酷似する胎土についても、

讃岐や生駒西麓、大和にも求めることが

できよう。ただ、現在それを確認できて

いない。また、この底部を復元に用いる

)        5cm
半

図41 SBll 出土壷形土器復元図
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ことが不適当であったとすれば、素直に吉備からの搬入と考えるのが妥当

であろう。

この種の壷形土器は「特殊壷」の系譜を引くものと考えられ、手岡山遺

跡、黒宮大塚古墳、立坂弥生墳墓等の墓址及び関連遺構内から出上して消

り、手岡山・黒宮大塚例は丹塗 りが施されており、祭祀的色彩の濃い壷形

土器である。また一方集落址における出土例も、時期のやや異なるものも
(29)                (30)                  (31)

合めると、百間川当床遺跡、百間川原尾島遺跡、上東遺跡亀川調査区、門
(32)            (33)                          (34)         (35)

前池遺跡、下市瀬遺跡、畿内においては田能遺跡、亀井遺跡などで出上し

ている。集落址出土例も、亀井遺跡・百間川原尾島遺跡では「彩文Jカミ、

田能遺跡ではC類スタンプ紋が、下市瀬遺跡では線刻による重弧紋・羽状

紋・鋸歯紋が施され、祭祀的色彩の濃い土器といえよう。

当遺跡におけるこの壷形土器は竪穴住居内からの出上である。また、神

戸市西区伊川谷町の池上北遺跡からも同種の壷が出上しているが、それも

また竪穴住居内からの出土である。これらの竪穴住居が、祭祀に関わるも

のかどうかは現段階では検討できない。

今回、この形態の王形上器とスタンプ紋について、多 くの類例に当たる

ことができず、何ら結論めいた事柄を導き出せなかったが、今後の課題 と

しておきたい。

二Ll これまでの調査では、柱火内の上器・礫等については建物廃棄時の処置と考えていたが、補修の際のものであること

を宮本長二郎氏よりご教示いただいた。

戸ヒ2 丸山 潔  『居住遣跡発掘調査概要』 神戸市教育委員会 1984

註3 丸山 。黒田恭正 他  「下宅原遺跡」『昭和58年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1986

註4 神戸市教育委員会  『上小名田遺跡 現地説明会資料』 1987・ 1988

註5 浅野 清  「寺院 一、先進地域における寺院の成立と展開」『日本の考占学』Ⅶ 歴史時代 (下) 1967

註6 丹治康切 「神出古窯址群万堡池 l号窯」『昭和62年度埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1990

註7 宇野隆夫  「後半期の須恵器J 『史林』 67巻 6号 1984

註8 斎藤孝正氏のご教示による。

若尾正成  「白査から白査系陶器への転換期について」『美濃の古陶』血 1 美濃古窯研究会 1987

斉藤孝正  「灰釉陶器生産の一様相J『美濃の古陶』hlo 3 美濃古窯研究会 1989

註9 斎藤孝正  「施釉陶器年代論」『論争・学説 日本の考古学』 6 歴史時代 1987

註10 森田 稔  「猿投窯灰釉陶器編年再考」『古代文化』第36巻第 8号 1984

註11 前川 要  「猿投窯における灰釉陶器生産最末期の諸様相J『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅲ』 1984

註12 橋本久和  「畿内の黒色土器(D」 『中近世 L器の基礎研究Ⅱ』 日本中世土器研究会 1986
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註13 櫃本誠一 他  『)|1島・立岡遺跡』 太子町教育委員会 1971

註14 木下密運・兼康保明 「地鎮めの祭 リー特に東密の上公供作法について一」『柴田実先生古稀記念日本文化史論叢』

1976

地鎮めの祭 りについては、兼康保明氏より多くの御教示をいただいた。

註15 鳥羽離宮跡発掘調査研究所  『鳥羽離宮跡』 1972

註16 梅川光隆  「平安宮内裏」『平安京跡発掘調査概報』昭和60年度 京都市文化観光局 1986

註17 『大日本仏教全書』阿婆縛抄 5

註18 谷口智樹  『上寺遺跡発掘調査概要報告書』 草津市教育委員会 1986

註19 谷 正俊  『日暮遺跡発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 1989

註20 註 4に同じ

註21 南 博史 他  『声屋市寺田遺跡発掘調査報告書』 財団法人 古代学協会 1985

註22 『大正新脩大蔵経』密教部 1

註23 この壼形土器については、復元図の作成も含めて、諜田憲司氏から多くのご教示をいただいた。

註24 名越 勉・甲斐忠彦  「スタンプ施文土器の新例」『考古学雑誌』第57巻第 4号 1972

註25 栃木英道  「スタンプ文について」『吉竹遺跡』 石川県立埋蔵文化財センター 1987

註26 間壁忠彦・間壁改子  「岡山県矢掛町芋岡山遺跡調査報告一弥生時代後期の墳墓群」『倉敷考古館研究集報』第 3号

1968

註27 間壁忠彦・間壁改子・藤田憲司  「岡山県真備町黒宮大塚古墳」『倉敷考古館研究集報』第13号  1977

註28 近藤義郎  「立坂弥生墳丘墓」『総社市史 考古資料編』 1987

註29 福田正継・島崎 束  「百間川当麻遺跡 1」『旭川放水路 (百間川)改修工事に伴う発掘調査Ⅱ』岡山県教育委員会

1981の 右岸用水地区。

註30 岡田 博 他  『百間川原尾島遺跡 2』 岡山県教育委員会 1984の丸田調査区。

註31 柳瀬昭彦・江見正己 。中野雅美  「上東遺跡」『)H入 。上東』岡山県埋蔵埋蔵文化財調査報告16 1977

註32 枝川 陽 。新東晃―・松本和男 『 F日 前池遺跡』岡山県埋蔵埋蔵文化財調査報告 9 1975

註33 新東晃―・田仲満雄  「下市瀬遺跡」『中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査 1』  岡山県埋蔵埋蔵文化財調査報告

3  1973

註34 村川行弘 他  『田能遺跡概報』 兵庫県社会文化協会 1967

概報では、手焙形土器とされているが、図41の 壷形上器と同形態の体部と考えられる。

註35 畑 暢子 他  『亀井』 大阪文化財センター 1983

註36 菅本宏粥 「池上北遺跡」『昭和58年度埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1986

-52-



郵国煮Ё





1.調査地付近航空写真 (南から)

2.調査地付近航空写真 (北から)



花闇岩採石跡 (南から)

2.花南岩に残された矢穴



2.S BO卜 1桂穴補修跡



1.S X01土器出土状況



1.S B05(東 から)

2. S B06(北 から)



図版  6

1.S B07(南 から)

導錦
十2.S B08(南 から)



一藤
1.S B09(東 から)

2.S B10(北 から)



図版 8

S B10土器出土状況

2.S Bll(北 から)



図版 9

1.地震跡検出状況

3.転写用樹脂第 1次塗布

5.転写用樹脂第 2次塗布

爵

域
熟

6.転写完了



図版 10

S B01-1出土土器  1.須 恵器椀  2.黒 色土器椀

3.灰和的器椀  4.土 師器小皿 5.須恵器大甕
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